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＜連絡事項＞

・病棟掲示用のスタッフの顔写真撮影が、4Ｆユーティリティー和室にて6/5（月）から始まります。休憩前に庶務の紫波さんか清水さんへ声を掛けて下さい。

・西病棟Ｂユニットの男子用和式トイレのドアノブが破損していた件ですが、修理が終了しています。

・皮膚科の際に処方されるスピール膏ですが、使用時は処置伝票で発注し処置を行って下さい。（1枚のスピール膏を使い切るまでは、処置伝票での発注をしなくても良いです。）

・本日より、仙台医療専門学校より作業療法実習生の蓮田恵さんが実習に来られています。担当患者様が杉沢恵子様ですので、ご協力お願いします。

・6/5（月）より、新卒採用者・中途採用者を対象とした各病棟でのローテーション研修が行われています。研修に来たスタッフへの病棟での業務、役割等の説明・指導の方をよろしくお願いします。また、身だしなみ・言葉遣い等で指導を要する際は、適宜指導して行くようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・磯島　幸枝様～アルコール依存症治療プログラムが終了した為、本日、退院となっています。

・大橋　照子様～左頬の腫脹あり疼痛の訴え聞かれています。本人より希望あり、常食から全粥へ食事の変更行っています。食事の摂取状態の観察をして行きましょう。また、歯科受診の方を勧めていますが「お金がないから要らない」と怒り口調での拒否見られています。様子を見て、歯科受診の方を勧めて行きましょう。

・駒木　学様～0.5×0.5ｃｍの円形脱毛が見られていますので、皮膚科受診の際に診察して頂く様にして下さい。また、服薬ケースについてですが、入れる所が小さいからか薬包を破って来詰される事が時折見られていますので、確実な服薬のためにも服薬ボードへの変更を検討していく予定です。

・中村　マス様～本日、介護認定調査を行っています。

・本田　英之様～6/10（土）9：00～6/11（日）17：00までの外泊希望が出ていますので、主治医への確認お願いします。

・駒木　洋士様～6/8（木）10：00～14：00まで、耳鼻科受診のため外出されます。その際御家族へ今後、耳鼻科治療はどの位掛かるのかを確認して下さい。また、6/7（水）に耳鼻科処方のアルジオン錠がなくなりますが本人は、「様子を見ても大丈夫だが、匂いを感じないので受診したい」と話しています。

・蛭名　豊美様～6/1（木）より水分自己管理を開始していますが、6/3までで1日辺り5ℓ近くを飲んでいる事がありました。6/4（日）より1回の飲水量を100ｃｃ・服薬時を50ｃｃにしてみた所、2.5ℓまで減らす事が出来ていましたので、引き続き様子観察して行きましょう。また、日勤帯で前日のトータル量を計算して行きたいと思いますので、ご協力お願いします。

・新山　潤様～6/5（月）10：00～6/6（火）17：00まで外泊となっています。お母様より何かお手伝いをさせるという話があり、本人は起床が出来ないから時間通りに起床出来るようにすると話していましたので、帰院時に外泊時の様子を確認するようにして下さい。

・佐々木　香様～姉様より外出希望が出ていますので、主治医への確認お願いします。また、外出の許可が出た際は電話連絡は無くても良いとの事でした。

・石岡　通秀様～本日、家族面談を行っています。6/1（木）より抗酒剤が処方となった為、御家族へ抗酒剤の作用についての説明あります。また、お子様の受け入れが悪い為、入院期間を延ばして欲しいと妻様よりありますが、アルコール依存症治療プログラムの3ヶ月目終了してからも入院を続ける意味は無い事を主治医より説明して頂いています。退院は6/25となりますが時間は未定ですので、面会や外泊時に御家族がいらした際に確認して行きましょう。また、6/17（土）13：30～14：00～6/18（日）16：00に外泊を予定しています。

＜週間連絡＞

・6/5（月）･･･石岡　通秀様　家族面談16：00から

　　　　　　　早狩　千賀子様　初外泊より帰院予定

　　　　　　　新山　潤様　外泊　6/5（月）10：00～6/6（火）17：00まで

・6/6（火）･･･皮膚科診察

・6/7（水）･･･予定はありません。

・6/8（木）･･･駒木　洋士様　外出　耳鼻科受診10：00～14：00

・6/9（金）･･･歯科診察

　　　　　　　モップ交換

　　　　　　　食事サービス委員会　2Ｆ会議室15：00より（赤坂ｃｗ）

＜注目患者様ＮＣＰ評価＞

・種市　久子様～現在、ボールペン等での自傷行為が頻回に見られる。

①自傷行為をする理由･･･「弟や母親に子供の事や外出・泊の事で電話をすると馬鹿にされると自傷行為をしてしまう。」と話される。（実際に御家族が馬鹿にしていると言う事実確認は取れていません）→本人より「家族に電話をする時に、スタッフが付き添っていて欲しい」と希望あります。（本人の電話が終了した際に、電話の目的や内容、御家族の反応・対応や本人の感じている事・思っている事等を話してみましょう。）

②自傷行為を行うのは･･･何らかのストレスを感じる→そのストレスを上手く言語化出来ない・ストレスを話す相手がいない→自傷行為に至る（本人が自傷行為に対して、どのような理解・認識を持っているのかを観察し、適宜説明していく必要がある）

種市様本人が何を一番に希望しているのか？御家族が種市様本人へ求めている事は何か？を理解する必要がある為、家族面談（本人より「妹は私を理解してくれている」と話している為、キーパーソンとなれる可能性があり、妹様を介しての弟様や母様へのアプローチを取っていく等）という案が出ています。

・石切　久様～6/3（土）より、幻聴、夜間の入眠困難・睡眠不安定さ、イライラ感の出現あり、「警察へ行ってぶち殺されたい」と話され、自傷行為も見られています。体調不良を訴え作業やプログラムの方を途中退席・欠席する事があります。

スタッフのカードキーを使って外へ出たいを話したり、喫煙室での自傷行為も見られている為、常に所在の確認をし、未然に自傷行為を防ぐようにして行きましょう。また、スタッフの問い掛けに対して上手く言語化出来ない様子もありますので、こまめに声掛けをし、少しずつ言語化出来るように関わって行きましょう。

＜Ｄｒ田名部担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・佐藤　節子様～6/5（月）の朝より、意欲の低下・憂鬱気分の訴え聞かれ、診察の際も自室にて臥床しており診察を拒否する事がありました。（訪室し診察しています）また、朝・昼・夕食を拒否され3食とも不食です。本人より「自分でも分からないけど、1日おきに不調の波が来る」と話されています。服薬調整はなく、引き続き経過観察をして行きましょう。また、不調を訴えられた際は無理せずに休養して頂く様にしましょう。

・早狩　千賀子様～本日、初外泊訓練より戻られています。その際、夫様も来院されており家族面談を行っています。今後、2～3回程度の外泊訓練を行い、本人に自信が持てるようになった際に退院が可能な旨を説明しています。次回の外泊については、夫様の時間の都合が合わないとの事なので、夫様より電話連絡が入る事になりますので、電話連絡があった際は対応宜しくお願いします。

・伊藤　義彦様～表情や話し方に硬さあり、生活していて「気分が悪いことがしばしばある」と話されています。「他人と接していて何を話したら良いか分からない」と訴え聞かれています。他には日中の眠気の訴え聞かれています。疾病教室へ参加していますが「自分には幻聴や被害妄想などの症状は無かった。」と話されていますが、症状を広く考えて参加して頂いている旨を説明して頂いています。ジプレキサを増薬し、リスパダールを中止する予定です。

・本多　富美様～来週中にも母様の付き添いにて外出される予定です。本人より「買い物の制限を解いて欲しい」と訴え聞かれていますが、母様との外出時の様子をみて考える旨を説明して頂いています。また、日中の眠気の方があるとのことですが、今後は減薬の方で考慮していく予定です。

・本田　英之様～肝機能障害が見られるが、今は定期薬の減薬をしてみて薬剤性の影響を除いていくようにしている所です。また問診時、退院について聞かれていますが規則的な生活リズムを身に付けてからという旨を主治医より説明して頂いています。

・若松　澄子様～現在は、ジプレキサの追加を止め、ハロペリドール中心の追加処方をしていますが、夜間の中途覚醒・独語が活発に見られています。日中の眠気の方は続いている様子伺え、意思疎通も困難な時がありますので、ハロペリドールを追加してリスパダールを減薬して行く予定です。引き続き、夜間の睡眠状態の観察や独語の有無の観察をして行きましょう。






















